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尿路感染症 に対す る静 注用Fosfomycinの 使 用経験

三 好 信 行 ・中 川 克 之 ・江 藤 耕 作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任:江 藤耕作教授)

は じ め に

近年数々の抗生剤が開発され治療面で多くの貢献をな

してきたが,こ こ数年来,化 学療法剤,と くに新抗生剤の

開発はめざましいものがある。最近の当科入院患者の尿

路感染分離菌株は,グ ラム陰性桿菌群82.1%,グ ラム陽性

球菌群13.3%,グ ラム陰性球菌群4.3%,グ ラム陽性桿菌

群0.3%で あ る 。 そ の 内訳 は,グ ラム 陰 性 桿 菌 群 で は,

E. coli 46.5%, Proteus属20.1%, Pseudomonas 4.7%を 示

し,グ ラム 陽 性 球 菌 群 で は,St. aureus 9.9%を 示 し て い

る。

今 回,新 し く開 発 され た 抗 生 物 質Fosfomycinの 提 供

を うけ,尿 路 感 染 症 に 使 用 す る機 会 を え た の で そ の 臨 床

Table 1 Therapeutic results with fosfomycin in complicated urinary infection
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成績 を報告する。

臨 床 実 験成 績

1.　対象

当科入院患者を対象とし,36歳 か ら79歳 までのなん

らかの基礎疾患を有する尿路感染患者13名(男 子9名,

女子4名)に 使用 した。疾患の内訳は,Table1に 示 す

ように,慢 性腎孟腎炎3名,慢 性膀胱炎10名 であ り,さ

らに基礎疾患の内訳は,前 立腺肥大症4名,膀 胱腫瘍

3名,尿 路結石症2名,尿 管膣痩1名,尿 管狭窄1名,尿

道狭窄1名,慢 性腎不全1名 となっている。

2.　効果判定基準

尿中細菌の変動 と自覚症状の改善の有無 および,尿

所見を参考にし,そ れぞれすべてが全 く消失 したものを

著効,尿 中細菌の消失,自 覚症状は消失したが,ま だ尿

所見で,白 血球が強拡大1視 野に数個以上みられるもの

を有効,い ずれの所見も不変のものを無効 とした。

3.　投与方法

1回2g,1日2回 と,1回3g,1日2回 を,計20～30

gを 静注により投与 した。Oneshotで は20%糖20mlに

溶解 し,5～10分 か けて,点 滴では5%糖500mlに 溶解

し,約2時 間かけてそれぞれ投与した。

4.　臨床成績

対象症例13例 はすべ てなんらかの基礎疾患をもつ複

雑性尿路感染症で,そ の使用成績はTable1に 示すよう

に,そ の臨床効果は,著 効2例,有 効6例,無 効5例 であ

り,有 効率は61.8%で あった。得 られた尿中分離菌は,

Table1の とお りで,グ ラム陽性桿菌単独検 出11例

(PSendomonas 5株,E. soli 2株,Proteus 2株,Kleb-

siella 2株),グ ラム陰性桿菌混合感染1例(Klebsiella

とPsendomonas),グ ラ ム陽性球菌単独検 出1例(St.

aureus)で あ り,13症 例から計14菌 株が同定され,グ ラ

ム陰性桿菌株は92.9%を 占めている.Fosfomycinの

菌別有効率をみると,Table2に み られるように,グ ラ

ム陰性菌では13株 中8株 に有効で,有 効率は61.5%で

あった。Klebsiellaに は3株 とも有効であ り,Pseudomo.

nasは6株 中4株 に有効であった。しか しながち,E.coli

は2株 とも無効であ った。Fosfomycinの 有 効率 が,

61.8%と やや低いように思われるが,複 雑性尿路感染症

の治療の困難さを考えると,他 の抗生剤と比較 し,け っ

して劣る成績 とは思われない。

副 作 用

注射痛,ア レルギー性反応,胃 腸障害などの副作用は

みられなかったが,症 例7,12に お いて頭痛がみられた
。

本剤使用前後の肝機能,腎 機能,電 解質について検索 し

た成績はTable3に 示す とおりで,ほ とんど使用前後に

異常は認めなかった。ただ症例2に おいてわずかなが

ら,GOT,GPTの 上昇が認められた。症例6は,本 剤投

与3カ 月前に,血 清肝炎の治癒 したものであるが,な んら

Table 2 Therapeutic results with FOM classified

by causative bacteria
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異常所見は認めていない。症例12は,慢 性糸球体腎炎に

よる慢性腎不全患者であるが,本 剤投与により頭痛を認

めたが,と くに使用前後の腎機能に異常を認めなかった。

結 語

1) なん らかの基礎疾患をもつ複雑性尿路感染症患者

13例 を対象とし,1日 量4gを5～7日 間,8症 例 に投与

し,ま た,1日 量6gを4～5日 間,5症 例に投与 した。本

剤投与13例 において,著 効2例,有 効6例,無 効5例 で

あり,有 効率は61.5%で あった。

2) 分 離 菌14株 の うち,Pseudomonasは66.7%,

Klebsiellaは100%の 有効率であった。

3) 副作用 として2例 に頭痛がみられたが肝機能,腎

機 能 に お い て 本 剤 の 影 響 と思 わ れ る 変 動 は なか っ た。

参 考 文 献

1) 樋 口正 士,時 任 高 洋,江 藤 耕 作:尿 路 感 染症 に 関

す る臨 床 的 研 究 。第1編,尿 路 分 離 菌 とそ の 薬 剤 感

受 性 。 西 日本 泌尿36:679～690, 1974

2) 百 瀬 俊 郎,熊 沢 浄 一:尿 路 感 染 症 の 臨 床 。 金 原 出

版,1965

3) 第22回 日本 化 学 療 法 学 会 西 日本 支部 総 会,ラ ウ ン

ドテー プ ル デ ィ ス カ ッ シ ョン 「静 注 用Fosfomycin

(FOM-Na)の 評 価 」。Chemotherapy 23:3226～

3231, 1975

4) 第22回 日本 化 学 療 法 学 会 総 会,シ ン ポ ジ ア ム

「Fosfomycinの 評 価 」。Chemotherapy 22:1546

～1554 , 1974

Table 3 Movements of hepatic function, renal function and electrolyte

(Upper tier : Before treatment, Lower tier : After treatment)



VOL. 23 NO. 11 CHEMOTHERAPY 3599

CLINICAL EXPERIENCE WITH INTRAVENOUS ADMINISTRATION

OF FOSFOMYCIN FOR URINARY TRACT INFECTION

NOBUYUKI MIYOSHI, KATUYUKI NAKAGAWA and KOUSAKU ETO

Department of Urology, Kurume University, School of Medicine

(Director: Prof. KOUSAKU ETO)

1) Thirteen patients with complicated urinary tract infection were treated with fosfomycin by intravenous infu-

sion.

2) The therapeutic results were excellent in 2 cases, effective in 6 and poor 5, effective rate being 61.5%.
3) As side effects, headache was observed in 2 cases of 13.


